
～平成30年度交付決定額： 21,650 千円 平成31年度申請額： 989 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

これらの事業を実施することにより、市民の文化遺産に関する理解を深めることができるとともに、
保存や継承を充実させ、地域の活性化が期待できる。また、これらの文化遺産を活用することで、大和
高田市の観光振興にも繋げることができ、観光客の増加に寄与することができる。

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

大和高田市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

大和高田市の地域文化遺産活性化事業は、大和高田市の文化遺産を活かし、地域を活性化させること
を目的とした事業である。
大和高田市の文化遺産を次の世代へ継承し、後進の育成を図ることで地域活性化を推進するため、下

記の取組を実施する。また、実施計画期間中は、下記の取組を通じて、地域全体で文化遺産を保存・継
承し、活用していくための体制の確立を目指す。

１ 大和高田市の地域文化遺産活性化事業（平成31年度～平成35年度）
（１－１）地域の文化遺産に関する人材育成事業。
（２－２）文化財ボランティアガイドの育成事業。
（２－１）地域の文化遺産に関する普及啓発事業。
（２－２）市内の観光資源ＰＲ事業
（３）地域の文化遺産に関する継承と記録作成事業。

地域文化遺産活性化

平成 31 年度 ～ 平成

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

大和高田市の地域文化遺産活性化事業
【計画の改善時期】

平成   年度

（1）補助金額 8 補助事業の概要

35 年度 5年以内としてください。

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
大和高田市教育委員会事務局生涯学習課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整

等。
また、補助事業は次の団体が実施する。補助事業に係る書類および成果物等は実行委員会事務局が管

理することとし、実施期間終了後は、大和高田市に継承する。
大和高田市文化遺産活性化協議会（委員長：水本一次）
構成団体（夢咲塾、大和高田市立図書館（指定管理者：株式会社図書館流通センター）、大和高田市

文化財ボランティアガイドの会）
各年度の事業終了後は、外部有識者、教育委員会生涯学習課および大和高田市文化遺産活性化協議会

実行委員会で構成される成果評価委員会において、事業の実施報告および成果の評価を行う。また、評
価結果については、毎年度、大和高田市の地域文化遺産活性化事業で実施する事業計画内容に反映させ
ることとする。具体的には、評価の高かった事業はよく精査して、内容および対象範囲や地域を拡大す
るなど、さらなる充実を図る。評価の低かった事業については、外部有識者の意見を踏まえながら、次
年度事業の見直しや改善につなげる。

様式１－１



大和高田市教育委員会事務局生涯学習課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 12 担当部局

現時点では「歴史文化基本構想」の策定に向けた計画はないが、その重要性および必要性は十分に認
識していることから、平成３１年度から県内および近隣府県の状況調査を開始し、平成３３年度を目処
に「歴史文化基本構想」の策定を目指す。

地方公共団体
担当部局課

事業概要：

事業概要：

事業概要：



人 人人 人 人 人

平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

平成 35 年度 25 人

設定根拠３： 会員の増減も考慮し、10人増を設定。

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 31 年度 15 人 ⇒ 【目標値】

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
大和高田市文化財ボランティアガイドの会会員
数

関連事業: ①、②

人 人人 人 人 人

平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

平成 35 年度 350 人

設定根拠２： 平成31年度を100として、毎年度伸び率を20％と設定

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 31 年度 270 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
ボランティアガイドの利用団体数および利用者（参加
者）数 ※目標値は利用者（参加者）数

関連事業: ④

年度

人 人 人 人 人 人

平成31年度を100として、毎年度伸び率を10％と設定

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 展示を行う図書館などへの来館者数 関連事業: ①

平成 35 年度 1,400 人目標値１： ⇒【現状値】 平成 31 年度 【目標値】1,000 人

様式１－１別紙①



％ ％％ ％ ％ ％

平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

平成 35 年度 140 ％

設定根拠４： 平成31年度を50％として、毎年度伸び率を10％と設定

進捗状況４： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 31 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】

目標区分４： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分４： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 事業時アンケート集計 関連事業: ①、②、③、④、⑤



人 人 人 人 人 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度

（１）文化財ボランティアガイドの募集・養成
（２）文化財ボランティアガイドのスキルアップ
（３）文化財ボランティアガイドとの情報交換

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 大和高田市文化財ボランティアガイドの会会員数

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 15 人 ⇒ 【目標値】 平成 35 年度 25 人

事業概要：

35 年度 14 （単位）

35 年度 平成 36 年度33 年度 平成 34 年度 平成

文化財ボランティアガイドの育成事業 実施団体： 大和高田市文化遺産活性化協議会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 32 年度 平成

⇒

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 35 年度

（単位）（単位） （単位） （単位）（単位） （単位）

事業②：

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 地域の文化遺産に関する人材育成事業 実施団体： 大和高田市文化遺産活性化協議会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 伝承塾修了者数

目標値：

～ 平成 35 年度

事業概要：
（１）伝承塾の開催

地域の文化財、歴史・文化遺産を正確に伝えるための社会教育事業とし、伝承者を養成する
ための公開講座を開催する。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 31 年度

【現状値】 平成 31 年度 10 （単位） 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成

350 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 31 年度 平成

人 人 人 人 人 人

（単位） （単位）

事業概要：

（１）大和高田市の観光資源を発掘し、本市の魅力を紹介する。
市内に所在する文化財をめぐるウォーキングを開催し、ガイドとして本市の魅力を参加者へ

伝えるとともに観光客の誘致に繋げる。
（２）ミニガイド「地元の文化財を知ろう！」の実施。

各自治会を対象とした地元に所在する文化財を案内する少人数体制のミニガイドを開催し、
地元に誇りをもってもらう。
（３）その他の事業

大和高田市の歴史資料や文化財を次世代に伝えるための活動を行う。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

35 年度 平成 36

具体的な指標： ボランティアガイドの利用団体数および利用者（参加者）数 ※目標値は利用者（参加者）数

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 270 人 ⇒ 【目標値】 平成 35 年度

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業④： 市内の観光資源ＰＲ事業 実施団体： 大和高田市文化遺産活性化協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 35 年度

（単位） （単位） （単位） （単位）

～ 平成 35 年度

事業概要：

（１）市民ウォークの開催
大和高田市の歴史・文化遺産に関係する地域を訪ね、市民と共に検証する歴史文化ウォーク

を開催する。
（２）講演会、シンポジウムの開催

テーマを決めた講演会シンポジウムにより、歴史・文化遺産を活かしたまちづくりの重要性
を市民と共有する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

35 年度 平成 36

具体的な指標： 当日アンケートによる「地域に誇りを感じる住民の割合」

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 100 （単位） ⇒ 【目標値】 平成 35 年度 140 （単位）

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 34 年度 平成

事業③： 地域の文化遺産に関する普及啓発事業 実施団体： 大和高田市文化遺産活性化協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度



（単位） （単位） （単位） （単位）

（単位） ⇒ 【目標値】 平成 35 年度

32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成

31 年度 ～ 平成 35 年度

（単位） （単位）

事業概要：
（１）天神社の祭りの映像記録の作成

秋祭りの際「お神輿お渡り」が毎年行われている。この一連の映像を保存し、市内教育施設
をはじめ、図書館や市民交流センターへの配布、ホームページでの公開を行う。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

35 年度 平成 36

具体的な指標： 配布先へのアンケートによる「地域に誇りを感じる住民の割合」

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 100 140 （単位）

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 31 年度 平成

事業⑤： 地域の文化遺産に関する継承と記録作成事業 実施団体： 大和高田市文化遺産活性化協議会

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成


